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1．はじめに
　前回に続いて昨年度末のアメリカ研修旅行か
ら、UCLA（カリフォルニア大学ロサンジェル
ス校）の図書館を訪れた時に得た図書館関係の
話を紹介したいと思います。
2．U　C　L　Aの図書館
1）コミュニティの図書館
　UCLAのUniversityResearchLibrary（中
央図書館）（以下「URL」という。）を訪れたの
は、3月20日のことでした。数年前に京都で開
催された日米ワンデイセミナーで知り合った図
書館員がいたこともあり、予め連絡しておいた
ので資料も準備してくださり、見学の時間も用
意していただいていたので、図書館の現場を少
ない時間でしたが見ることができました。誌上
からUCLA東アジア図書館の三木さんにお礼
申します。ありがとうございました。
　図書館への入館に際して驚いたことは、ゲー
トの脇にいた警備員が誰でも入っていいのだと
いう感じで通してくれたことです。三木さんに
会いたいのですがと言うこともなく通してくれ
たのです。オープンな図書館でした。警備員は
少し太めのまだ若そうな、気持ちの良い、明る
い、少し茶目っ気のある人でした。後で三木さ
んに聞くと、大学の図書館ではあるけれど、州
からの補助もあり、いわゆるコミュニティのた
めの図書館として活動しているということでし
た。したがって、誰でも自由に入館することが
できるのでした。日本の大学図書館とどうも雰
囲気が違うという印象でした。身分証の確認も
必要ではなく、目的を聞かれることもなく、入
るのは自由という感じでした。もちろん、出る
ときには資料の無断持ち出しのチェックをする
体制になっていたのでしょうが……ちなみに、
BDSは参考資料コーナー（1階）の入口に設置
されていましたし、レファレンスコレクション
と特殊コレクションは、その部屋での利用に限
定されていました。つまり、Circulationからは
除外されているのでした。
2）選書
　感心したことの二番目は、選書の体制です。
Library　Guideにもあるのですが、主題分野毎
に選書担当者が定められ、利用者にわかるよう
に公表されていたことです。三木さんは日本
語・日本文化担当となっていました。聞いてみ
ますと、その主題分野の選書についてはネット
ワークを通じて、質間や要求が寄せられ、議論
できるようになっているということでした。担
当する図書館員は名前だけでなく、連絡先・住
所・E－mailアドレスまで公表されているので
す（図1参照）。選書・収書の責任体制が明確に
なっていることは極めて重要なことだと感心し
ました。
3）図書館システムを構成する図書館群
　さて、UCLAの図書館群について書いてみま
す。総合大学で、20の図書館群から構成されて
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いました（図2参照）。建物としては主題分野毎
に、14の図書館群でしたが……。
　中央図書館であるURLには、特殊文庫、地
図・政府刊行物、東アジア関係などのコレクシ
ョンが備え付けられていました。特殊文庫は、
膨大なカード目録とともに、中央図書館の地階
にありましたし、東アジア図書館は3階の一角
に、地図・政府刊行物は地階にありました。地
階には、貴重書庫といってよい保存書庫があり、
ここでは写真撮影でフラッシュを焚くことが禁
じられていました。
　中央図書館の組織として注目したいことは、
Bibliographers　Groupが存在することです。本
館の情報管理課にあたる部分は、一階の資料貸
出・返却用のメインカウンターの右側にあり、
受入・目録担当係があり、その奥に7～8室の
個室が設けられていました。これが、Bibliogra－
pherの部屋でした。書誌作成者とでも呼べば良
いのでしょうか、書庫内研究資料の選択・管理
を担当する人達で、蔵書構成に責任を持つ集団
です。いわゆる我々と同じ図書館員とは給料も
少し違う（高い）のだそうです。
　1階に備え付けられているコレクションは、
雑誌、参考図書で、ORIONと呼ばれるシステム
のオンライン情報サービス用の端末が16台、
Infomlation　Deskを挟んで16台（MELVYL
も使える）合計32台が配置されていました。こ
5
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れらの端末の奥に雑誌コレクション、隣合わせ
てレファレンスコレクションがBDSとともに
あり、レファレンスカウンターには3台の端末
が置かれ、利用者からの質問の処理（ILLの受
付も含む）をしていました。
　URL1階の説明が長くなりましたが、キャ
ンパスの図書館群の配置は図2のとおりです。
キャンパスの中心部にUniversity　Archives
（Powell　Library）があり、芸術、経営学、法
律学、URLが北部に、音楽、理工学（物理〉、
教養（College）が近辺に、理．r学の化学、数理工
学、地質学が少し南に、生命科学が病院ととも
に最南に、そしてカリフォルニア大学の保存図
書館及びドキュメントデリバリー機能を果たす
ための南部地域（数カ所にあるカリフォルニア
大学の南部という意味）図書館施設があります。
数理」1学図書館の近くの生協Ackerman
Unionのそばに、複写サービスセンターがあ
り、特殊コレクションの類は、音楽関係を除い
てURLに集中されていました。
　University　ArchivesのあるPowell
LibraryやAckerman　Ullionのあるキャンパ
スの中央通りが“Bruin　Walk”と呼ばれ、日本
語に翻訳すると“熊の歩く道”という意昧にな
りますが、これから取った名前がUCLAのキ
ャンパスネットワークシステム・サービスに付
けられており“BRUIN　ONLINE”と呼ばれて
います。
4）ネットワークサービス（BRUIN　ONLINE）
　BRUINONLINEはネットワークシステ
ム・サービスの名称ですが、そのホームページ
には、張り巡らされた綱にぶら下がる熊のライ
トアップされた姿を描いたイラスト（図3）が
取り入れられています。
　ネ・ソトワークサービスは、OAC（Office　of
図3
静脩　v（1！．3，1，　＼・
Academic　Computing）という組織が運営母体
となっており、季刊誌として“Perspective”が
刊行されており、様々なニュースや案内が流さ
れています。この組織は、以下の4つの部門か
ら構成されています。
　①Computer　OperationsとUser　Services
を内容とするComputational　Services
　②Microcomputer　Informatiol／Centerと
ハンディキャップを負った人に対するサポート
を担当するMicrocomputerSupportOffice
　③HelpDeskを構えネットワークの維持・管
理を担当するCampus　Network　Services
　④AcademicTechnologyCellter
　利用者には、オンラインで自動的にBOL－id
（Bmin　OnLine　id）が付与され、E－mailをは
じめとする様々なネットワークサービスが利用
できます。ホームページには、BOLについての
利用綱領、ガイド、援助の求め方、キャンパス
情報、学生生活情報などが盛り込まれています。
ネットワーク上にはInfoUCLAとしての
Gopher、WAIS、wwwなどのサーバ、
USENETのニュースサーバ、電話番号と電子
メール：E－mailアドレスのディレクトリなど
が設置されており、活発に利用されているよう
でした。利用状況を示す一つの例として、InfoU－
CLAのwwwサーバーへのアクセス数は、
4，600（1993）から58，000（1994）へと成長した
そうです。情報処理教育もこのOACが担当し
て実施しており、intemet、UNIX、SAS、PVM
などが2時間コースでスケジュールされていま
す。intemetの基礎コースの場合、URLの2階
にあるメディア教室や南部地域図書館の
Biomedical　Libraryで週一回ぐらいのぺ一ス
で開催されているようです。
5）図書館サービス
　MITについても見たように、サービス時間帯
にっいて、まず紹介します。特殊文庫、複写サ
ービスセンター、大学の文書館、南部地域図書
館施設（保存図書館）などは、平日に限られ、
午前9時から午後5時まで。その他の図書館は
ほとんどが、平日　（月～木）が午後10～12時ま
で、金～土は午後5～9時まで開館で、日曜日
は午前中が休みで、午後のみ（午後9～12時ま
で）開館となっています。
　資料の利用については、貸出規則が、外来者、
学生、院生、教官各々に対して別に定められて
います。言えることは、特殊文庫や参考図書資
料はステイタスに拘わらず、館内利用に限定さ
れ、製本雑誌や未製本雑誌やパンフレットや非
一6
図書資料について、外米者には貸出が認められ
ていないことす。
　また、クラスに対するサービスとして、情報
源への主題からのアクセス・書誌的アクセス・
電子的アクセスについての相談サービス、図書
館利用指導、図書館が援助するワークショップ
（オリエンテーションにおけるツアー、WWW
やオンラインデータベースやCD－ROMなど電
子的情報源の使い方、ORIONやMELVYLシ
ステムのデータベースの利用についてのデモン
ストレーションなど）の開催が用意されていま
す。
　ILLにおける図書館間貸出サービスは、教
官、学生、図書館カードを所持している学内者
が無料で利用できるサービスとなっているよう
でした。さらに、UC（カリフォルニア大学）の
各分校間のドキュメントデリバリー及び図書資
料のデリバリーサービスが実施されており
“ORION　EXPRESS”と呼ばれ、要求を受けて
から48時間以内に該当資料を手元に届けるサー
ビス（Document　Delivery　and　Pagillg　Ser－
vices）が実施されていました。
6）図書館資料へのアクセス（CAT　and　TEN）
　さて、UCLAの図書館目録は、カリフォルニ
ア大学、カリフォルニア州立大学、研究図書館
センター、カリフォルニア科学アカデミー、ス
タンフォード大学などカリフォルニア州の共同
分担目録システムとなったMELVYLでサー
ビスされるオンライン目録と、オンライン情報
システム（ORION）で提供されるオンライン目
録（これは目録というより受入データベースと
言った方が良い）とがあります。ORIONのデー
タは、図書館資料の最新レコードで構成されて
おり、受付された雑誌類や図書館が発注・受入・
整理している資料についてのレコードに重点が
置かれたものです。つまり、資料の受入・受付
情報の最新データ（業務システムのデータ）が
ORIONで提供され、目録情報データベースは
MELVYLで提供されるということになります。
しかも、MELVYLの目録情報データベースは
“CAT＆TEN”と呼ばれており、地域総合目録
（CAT）と最近10年間のクイックレファレンス
のためのアクセスファイル（TEN）が用意され
ており、データベースを選択して使うことがで
きるのです。なるほどと思いました。つまり、
最近10年間の目録が別ファイルとされており、
検索対象のファイルが分けρ）れていたのです。
10年といいますと、学術文献の寿命として10年
あれば良いとする説もあります。確かに、我が
京都大学附属図書館でも、和雑誌のオープンア
クセスは10年までとされていた時があります。
MITでも、1963年を境に資料を保存対象とする
ように区切られていましたが、これは稀用資料
の保存とともに、整理技術との絡みもあっての
ことだと思われます。結局、UCLAでは、図書
館資料へのアクセスファイルが3種類用意され
ていることになります。受入・受付、TEN、CAT
です。先述した選書における話と絡めて考えま
すと、利用者に図書館資料の選書からのすべて
の段階のデータが提供されていることになりま
す。この意味では、大学構成員に対して図書館
の情報が丁寧に提供されていることになると思
います。
7〉電子的情報源とサービス
　UCLAで提供されている情報サービスは、先
述したORIONとMELVYL、そしてBENと
呼ばれる電子メールシステム、“BRUIN　ON－
LINE”という4種類のシステムです。ORION、
MELVYL、BEN、intemetの利用は、学生・教
官は無料で利用できるようですが、職員が利用
する際には、キャンパス内の図書館のサービス
デスクから利用する場合は無料ですが、職場の
端末からアクセスする場合は、1時間について
1～4ドルの料金がかかるということでした。
学外者によるキャンパス外からの利用について
は、当然課金されます。
　ORIONで検索できるデータベースには、
様々なキャンパスデータにアクセスできるln－
foUCLA（カリキュラムやディレクトリや構内
の書店の在庫情報など）、その他学内にある文書
類やコレクション（図書館以外のもの）のデー
タベースとして以下のものがあります。
　1．Chicano　Stu（iies　Research　Library
　2．Ethnomusicology　Archives
　3．Film　and　Television　Archive
　4．Institute　of　Social　Science　Research
　　（ISSR〉Data　Archives
　5．Instructional　Media　Library
　一方、MELVYLでサービスされているデー
タベースは、オンライン目録以外では、“MAGS
NEWS　and　COMP”と呼ばれる雑誌論文索引
データベースがあ1）ます。これは、1988年以降
現在までの約1，500の雑誌の抄録とフルテキス
トを収めたMAGS（Magazines）、1982年以降現
在までのNew　York　Times，Washington
Post，Los　Angeles　Times，Wall　Street　Jour－
nal，Christian　Science　Monitorの5つの主要
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新聞の記事を対象にしたNEWS、コンピュー
タ関係の約200ほどの出版物からとった引用文
献を対象にしたCOMPがその内容です。
MEDLINE、Current　Contents、Inspec、
Psyclnfo、ABI／Informなどのデータベースも
サービスされています。さらに、Elsevier社と
UCとの間の協力によって、43種類の物質科
学・工学関係の電子ジャーナルが提供されてい
るのはMITと同じ実験プロジェクトTULIP
によるもののようでした。
8）見学の印象
　以上が、UCLAの図書館システムの概要で
す。このシステムを見て感じたことは、MITの
印象と重なりますが、以下のようなことです。
　第1に、ネットワークが有効に機能している
こと。
　第2に、コミュニティヘのサービスとして図
書館が機能していること。
3．おわりに
　ここまで書いてきてやはり思うことは、アメ
リカの図書館システムの合理的なまとまりです。
図書館ネットワークシステム・サービスは、広
大なアメリカにとって必要不・∫欠なものだった
のではないでしょうか。技術的に急激な展開を
遂げたのも、必要性があったからではないかと
思います。もちろん我が国においても、情報に
おける地域格差をなくし、誰でもが平等に必要
な情報を手にすることができるというシステム
の必要性は不変です。高度情報化社会の到来が
言われ、図書館が高速ネットワークのなかで、
どんなサービスを展開するのかが問われている
現状において、先進国アメリカの大学図書館が
展開してきたサービスは一つの先進例となるの
は間違いないことです。
　　　　　　　　　　　　　（平成8年6月26日）
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